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2.実験システム

本研究は,眼科医療画像の取込・圧縮･蓄積・

'伝送･表示の各要素技術開発からなり，実験シ

ステムは画像の圧縮伝送および立体視画像

の高臨場感表示を開発・評価できるように構

成されているその概略図をFig」に示す．本

実験システムは画像取込,画像圧縮伝送,画像

表示，ネットワーク設備からなる．

画像取込システムは，診察および手術画像

を取り込むための装置で,細隙灯顕微鏡,双眼

倒像鏡，手術顕微鏡からの左右の画像を立体

視動画像として取り込むことができる．

画像圧縮伝送システムは，取り込まれた画

像を基に圧縮アルゴリズムの検証を行うも

1.はじめに

高齢化社会の到来に伴い,成人病の急増,疾

患の`慢性化への対応が重大な課題となってお

り，疾患の早期発見,種々の病状に対する適切

な治療が極めて重要である．しかしながら患

者および医師,それぞれにおいて物理的･時間

的制約があり，十分な設備のもとで経験豊富

な医師の關治療を，適切な病期に受けることは

必ずしも容易ではない．このような現状は,眼

疾患においても深刻な問題となっている．

眼科医療分野では,micro-surgeryに代表され

るようにi極めて高い技術力が必要とされ,専

門医が不足しているのが現状である.このよ

うな中で,テレビ会議システムを利用し,遠隔

地から専門病院等へ医療画像を伝送する遠隔

医療診断が試みられているまた,実体顕微鏡

下におけるmicro-surgeryの動画像を伝送し,遠

隔手術支援を試みた例もあるが，実用化に向

け，さらなる高精細化より臨場感の高い立体

視化への要求も高い．

そこで本研究では，眼科医療分野における

遠隔医療診断・手術支援可能な高臨場感動画

像伝送システムの開発を目標として．高圧縮

率・高精細を実現する画像圧縮技術および高

臨場感を提供する立体視画像の取込・表示技

術の開発を行っている．本報では,その概要に

ついて報告する．
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体視表示時の諸問題点を明らかにし，開発を

進める．また,立体表示により顕微鏡画像や手

術画像を観察した場合，観察者の眼精疲労に

より長時間の観察に絶えられないとの指摘も

あり，この点に留意した最適表示法もあわせ

て検証する予定である．

のであり，眼科画像に最適な圧縮方式の開発

と伝送実験を行う装置である．

画像表示システムは，受信画像を立体視動

画像として表示するための装置で，ＣＲＴおよ

び投写による立体視表示が可能である

各システム間は高速ネットワーク(ArTMI55

Mbps)で接続されており，画像伝送実験に使用

している．将来的には，１５Ｍbpsで立体視動画

像を伝送可能とすることを目標としている．

この他，眼科医療画像の特徴解析および画

像圧縮アルゴリズムを開発するためにワー

クステーションを使用している．

4.眼科画像の特徴解析

汎用の画像データ圧縮手法として，ＪＰＥＧ，

ＭＰＥＧなどがあるが，この手法を眼科画像に

適用した場合の特性および適用限界に関して

は明らかにされておらず，今後解析を進める

必要があるものと考えている．また,眼科医療

分野に用いられる画像は他分野の画像には

ない特徴的な性質を有していると考えられ，

画像圧縮法の開発ではこの特徴を解析し，効

果的に利用することが重要である

眼科医療分野に特徴的な画像の一つとして，

細隙灯顕微鏡画像がある．これは，スリット

状，スポット状に光が当った僅かな部分のみ

が関心領域となり，それ以外では真黒の非有

意領域という画像である．このような特徴を

積極的に利用した高効率圧縮の可能性が考え

られる．一方，顕微鏡下手術画像では，手術器

具の配置によっては，立体視での両眼視差量

が大きくなる場合があり，左右差分を利用し

た圧縮，立体視時の見易さ等において阻害要

因になるものと考えられる．

このような点をふまえて，本研究では，現

在,眼科画像の特徴解析を進めており，カラー

画像のＲＧＢ間の相関を除去した真の情報量が

元のデータ量のI/3程度であることを確認して

いる．さらに周波数特性，フレーム内相関，

左右画像の相関性を解析し有意情報の抽出，

冗長性の除去を試みている．

3.方法

本研究は,眼科医療画像の高効率圧縮アルゴ

リズムの開発,眼科医療画像の立体視技術の開

発，の２つに大別できる．その概略図をＲｇ２に

示す．

圧縮アルゴリズムの開発では，眼科医療画

像の特徴の抽出･分析を行い,眼科画像の特徴

に着目した高効率圧縮法を検討するとともに

立体視における圧縮率の阻害要因の解明とそ

の解決法を検討することで,高圧縮率･高精細

の圧縮法の開発を目指す．

眼科画像の表示法として，より臨場感の高

い立体視表示に着目し，眼科画像に最適な取

込・表示技術の開発を目指す.木研究の対象で

ある眼科画像は，細隙灯顕微鏡などで代表さ

れるように比較的特殊な画像であるため，立

旭川眼科画像リサーチセンター

眼科画像の
圧縮アルゴリズムの開発

・立体視画像の特徴抽出・分析
▽ 眼科画像表示技術の開発圧

圧
●
 

●
 

の検肘

5.まとめ

近年，医療画像を伝送し，遠隔医療診断が試

みられるようになってきた．しかし，医療現場

で求められている画像品質には達していないの

が現状である．本研究では，医療現場で要求さ

れる高品質,高臨場感動画像の伝送を目的とし

て，眼科医療画像の特徴解析を行っている．
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